
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

絶妙なコンビネーションを披露。消火活動を競い合った小型ポンプ操法。

　

７
月
１
日
、
落
合
運
動
公
園
駐
車
場
を
会
場

に
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
消
防
団
10
分
団
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
22
チ
ー
ム
、
規
律
訓
練
の
部
に
７

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
し
た
が
、
正
確

か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
息
の
合
っ
た
動
き
を

見
せ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
７
月
14
日
に
大

仙
市
で
行
わ
れ
た
大
仙
・
仙
北
・
美
郷
支
部
消

防
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▼
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
３
班
（
神
代
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
２
班
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
４
分
団
１
班
（
神
代
地
区
）

規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
８
分
団
（
白
岩
地
区
）

準
優
勝　

第
９
分
団
（
雲
沢
地
区
）

第
３
位　

第
10
分
団
（
中
川
地
区
）

個
人
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
）

指
揮
者　

藺
藤
道
雄
（
第
５
分
団
２
班
）

１
番
員　

藤
元　

誠
（
第
８
分
団
２
班
）

２
番
員　

清
水　

翼
（
第
４
分
団
３
班
）

３
番
員　

門
脇
祐
二
（
第
４
分
団
１
班
）

田沢湖マウンテンバイクフェスティバル 2018
　

６
月
30
日
・
７
月
１
日
の
両
日
、

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
と
田
沢
湖
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
を
会
場

に
、
田
沢
湖
Ｍ
Ｔ
Ｂ
（
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
昨
年

に
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
と
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
２
種
目
に
、
全

国
か
ら
２
３
０
人
が
出
場
。
30
日
は

悪
天
候
の
中
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
が
行
わ

れ
、
選
手
た
ち
は
特
設
コ
ー
ス
を
豪

快
に
駆
け
下
り
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま

し
た
。
１
日
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

が
開
催
さ
れ
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
4.6

㎞
に
わ
た
る
周
回
コ
ー
ス
で
、
選
手

た
ち
の
激
し
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

1 日に開催されたクロスカントリー。アップダウンの激しい周
回コースを全力で駆け抜ける選手たち。

　7 月 3 日に大仙市神岡・ささくら公園で「第 12 回大
仙 ･ 仙北 ･ 美郷畜産共進会」が開催されました。
　角館町白岩の相馬勲さんのみゆき号が、第 1 部（肉用
牛の部）第 5 類（県外導入の 1）で優等賞を受賞しました。
　また市内からは、8 農家、16 頭が出陳し、うち 12 頭
が上位入賞を果たしました。成績は次のとおり。（敬称略）
第 1 部　肉用牛　第 1 類（育成雌）　2 等賞 1 席　その
だ 174 号　菅原孝作（角館）・2 等賞 2 席　たかこ号　
高橋拓治（角館）　　第 2 類（若雌の 1）　1 等賞 1 席　
はるにしき 391 号　田口春美（西木）・1 等賞 2 席　は
るにしき 390 号　田口春美（西木）・2 等賞 1 席　ひさ
こ号　高橋拓治（角館）　　第 3 類（若雌の 2）　1 等賞
1 席　そのだ 163 号　菅原孝作（角館）　　第 5 類（県
外導入の 1）　優等賞　みゆき号　相馬勲（角館）・2 等
賞 1 席　ほたる号　( 農 ) 藤村農場（田沢湖）　　第 6 類（県
外導入の 2）　1 等賞 2 席　ちよ号　相馬勲（角館）　　
第 3 部　肥育牛　2 等賞 11 席　新年号　伊藤則夫（西
木）・2 等賞 12 席　太平号　伊藤則夫（西木）・2 等賞
13 席　紀富士号　伊藤則夫（西木）　　第 4 部　家兎　
2 等賞 2 席　まお　戸澤操（角館）

大仙・仙北・美郷畜産共進会
第
１
部
第
５
類
で
優
等
賞
を
受
賞
し
た
相
馬

勲
さ
ん
と
み
ゆ
き
号
。
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７
月
８
日
ま
で
新
潮
社
記

念
文
学
館
で
開
催
さ
れ
て
い

た
「
新
潮
社
の
装
幀
展
」
の
特

別
企
画
と
し
て
、
７
月
１
日
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
潮
社
の
Ｐ
Ｒ
誌

「
波
」
編
集
長
の
楠
瀬
啓
之
さ

ん
と
同
社
装
幀
部
部
長
の
黒
田

貴
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
佐
藤

義
亮
が
活
躍
し
た
明
治
か
ら
昭

和
初
期
の
装
幀
と「
函
入
り
本
」

の
話
、
新
潮
社
装
幀
室
の
仕
事

と
、
全
３
回
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
活
発
な
質
問

が
飛
び
出
し
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
が
、
実
際
に
本
を
手
に
取

佐藤義亮生誕140 年記念企画展「新潮社の装幀展」の特別企画ギャラリートーク

新潮社 PR 誌「波」編集長の楠瀬啓之さん（右）と新潮
社装幀部部長の黒田貴さん（左）。

り
、
装
幀
の
手
触
り
を
じ
っ
く

り
と
確
か
め
ら
れ
る
時
間
も
。

　

黒
田
さ
ん
は
「
皆
が
読
む
本

か
ら
本
当
に
好
き
な
人
が
読
む

本
に
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
本
を
つ
く
る
に
は
作
家
さ

ん
の
気
持
ち
と
、
読
者
が
読
み

た
い
と
思
わ
せ
る
装
幀
の
両
方

が
大
事
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
千
葉
県
か

ら
観
光
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た

と
い
う
参
加
者
は
「
思
い
が
け

ず
函
入
り
本
の
歴
史
な
ど
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
最
近
古
い
本
を

処
分
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
も
っ
と
本
を
大
事
に
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

 Coupe  du  Japon  MTB たざわ湖

30 日に開催されたダウンヒル。雨の中、泥まみれ
になりながらも、選手たちは猛烈なスピードで坂
を下って行きました。

　

７
月
20
日
、
仙
北
市
田
沢
湖

総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
仙
北

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

（
高
橋
達
会
長
）
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
や
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

予
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
優
良
組
合
表

彰
と
永
年
勤
続
組
合
長
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
優
良
組
合
表
彰

菅
沢
み
の
り
台
納
税
組
合

▼
20
年
勤
続
組
合
長
表
彰

高
橋
栄
（
上
男
坂
一
）・
三
浦
完
（
野

中
清
水
）・
荒
川
繁
（
駅
前
・
角
館
）・

齋
藤
一
夫
（
上
菅
沢
）・
浅
利
重
昭

（
久
保
）

▼
10
年
勤
続
組
合
長
表
彰

小
野
信
也
（
駅
前
・
田
沢
湖
）・
田

口
宏
（
宿
南
）・
柳
本
久
（
武
蔵

野
上
三
）・
船
山
幸
男
（
上
森
腰
）・

門
脇
桂
孝
（
柴
倉
）・
真
崎
英
行
（
真

崎
）・
藤
田
洋
一
（
山
根
町
）・
三

浦
正
仁
（
山
口
）・
櫻
田
栄
（
長
戸

呂
上
）・
佐
藤
人
志
（
寺
村
）

仙
北
市
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
総
会

第

機
敏
な
動
き
を
み
せ
た
規
律
訓
練
。

12 回
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人権擁護委員委嘱状伝達式

　このたび、竹田幸博さん（田沢湖生保内）と佐藤
よし子さん（西木町門屋）が法務大臣より人権擁護
委員に委嘱され、7 月 6 日に秋田地方法務局大曲支
局の鈴木浩一支局長から委嘱状が伝達されました。
　地元小学校などへ積極的に啓発活動を行っている
竹田さんは再任で 2 期目。また、元小学校教員で
ある佐藤さんは新任となり、7 月 1 日から 3 年間
の任期で委員を務められます。
　鈴木支局長は「人権に関して悩んでいる方は、相
談する人が近くにいるということだけで安心する。
法務局への相談の入口としてお 2 人にご活躍いた
だきたい」と話しました。

第 13 回世界ラート競技選手権大会　

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　5 月 6 日から 13 日にスイスで開催された「第 13 回
世界ラート競技選手権大会」で男子個人総合優勝を果
たした秋田ノーザンハピネッツ所属の髙橋靖彦選手（角
館町出身）が 7 月 9 日、市役所田沢湖庁舎を訪れました。
　髙橋選手は大会史上初となる 3 度目の男子個人総合
制覇のほか、種目別の「斜転」と「跳躍」も制し、安
定した演技で合計 3 つの金メダルを獲得しました。
　選手の傍ら、ラートの第一人者として競技の普及に
努める髙橋選手は、来年 4 月 21 日に秋田県立体育館
で開催される予定の「世界ラートチームカップ」にも
ふれ「ラートの世界大会が日本で初めて開催される。
子どもをはじめ、たくさんの人に足を運んでもらい、
ラートの魅力を間近で感じていただければ」と話して
いました。
　「世界ラートチームカップ」は、世界選手権で上位だっ
た 4 か国だけが参加権を得られる非常にハイレベルな
大会で、来年はドイツ、スイス、日本、オランダから
各 4 選手が選抜されて出場する予定です。 門脇市長に優勝の報告に訪れた髙橋選手（左）。

委嘱状を手にする竹田幸博さん（前列左）と佐藤よし子さん（前列右）。

髙橋靖彦選手が来庁男子個人総合優勝

　6 月 10 日、福島県で開催された「第 69 回全国
植樹祭」の会場で、神代小学校が「平成 29 年度全
日本学校関係緑化コンクール」の表彰を受けました。
　昨年、同校は「平成 29 年度秋田県学校関係緑化
コンクール」の学校環境緑化の部で県知事賞を受賞、
全国コンクールへ推薦されていました。今年 3 月に
開催された中央審査会の結果、学校環境緑化の部で
入選（全国 7 校）を果たしました。
　神代小学校は「花のいのちを育む学園」として長
年にわたり、花壇づくりをはじめプランター栽培、
緑化教育、環境管理などに取り組んできました。
　照井校長は「大変うれしい。先人の方々の思いを
引き継ぎ、高い評価をいただくことができました。
今後も活動を継続しながら、子どもたちの豊かな心
を育んでいきたい」と話しました。

右から、照井政裕校長、計画委員会の辻蓮汰委員長（6 年）、環境ボランティア委
員会の田口翼委員長（同）、熊谷徹教育長。

神代小学校が入選平成 29 年度全日本学校関係緑化コンクール

　

先
月
、
10
年
ぶ
り
ぐ
ら
い
で
体
調
を
崩
し
、

２
つ
の
病
院
で
数
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
病
名
は
「
顔
面
蜂
窩
織
炎
（
が
ん
め
ん
ほ

う
か
し
き
え
ん
）」
と
言
い
、
私
の
場
合
は
顔

の
左
半
分
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
腫
れ
上
が

り
、
頬
肉
の
膨
張
で
左
目
が
開
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ヒ
ゲ
剃
り
の
傷
か
ら
雑
菌
が
入
り
、

炎
症
を
起
こ
し
た
よ
う
で
す
。
発
症
か
ら
病
気

の
進
行
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
西
明
寺

診
療
所
、
市
立
角
館
総
合
病
院
、
秋
田
大
学
医

学
部
付
属
病
院
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ど

の
医
療
機
関
の
対
応
も
、
持
ち
味
を
活
か
し
た

素
晴
ら
し
い
医
療
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
お
話
し
た
い
の
は
看
護
師

さ
ん
た
ち
の
奮
闘
ぶ
り
で
す
。
朝
も
夜
も
テ
キ

パ
キ
と
働
き
続
け
る
看
護
師
さ
ん
。
最
近
は
人

手
不
足
も
あ
り
、
キ
ツ
い
職
場
の
代
表
み
た
い

に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
命
に
関
わ
る
職
業

で
す
か
ら
、
職
務
上
の
緊
張
感
は
大
変
な
も
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
彼
女
・
彼
等
は
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
た
だ
た
だ
献
身
的
に
患
者
を
支
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
い
っ
た

い
何
な
の
か
…
。

　

入
院
中
、
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
方
に
、
そ

ん
な
話
題
を
投
げ
か
け
た
ら
、
次
の
よ
う
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
そ
れ
は
看
護
師
だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
医

師
は
、
自
分
が
提
供
で
き
る
医
療
に
限
界
を
感

じ
た
と
き
、
ほ
ん
の
一
瞬
だ
け
れ
ど
も
心
が
患

者
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
、
何
か

で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
看
護

師
は
違
う
と
言
う
の
で
す
。
彼
女
・
彼
等
が
患

者
と
接
す
る
行
為
は
、
医
学
と
か
科
学
と
か
に

左
右
さ
れ
な
い
、
人
と
し
て
手
を
差
し
出
す
、

寄
り
添
っ
て
生
き
る
力
に
な
る
…
、
看
護
師
な

ん
で
す
」。

　

今
回
、
市
立
角
館
総
合
病
院
で
強
く
感
じ
た

こ
と
は
、
勤
務
す
る
看
護
師
の
皆
さ
ん
の
明
る

さ
、
そ
し
て
頑
張
り
と
踏
ん
張
り
で
す
。
新
病

院
に
確
か
な
変
革
の
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
病
院
事
務
長
に
「
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
こ
の
病
院
の
今
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
た
く
さ
ん
患
者
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
ら

い
い
な
あ
」
と
話
し
ま
し
た
。
病
院
事
務
長
は

少
し
困
っ
た
よ
う
な
顔
で
、「
市
長
、
市
民
は

病
院
に
来
な
く
て
済
む
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ

で
す
よ
」
と
。

　

そ
の
通
り
で
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
看
護
師
さ
ん
』
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当
科
で
は
、
上
部
・
下
部
消
化
管（
食
道
・

胃
・
大
腸
な
ど
）、
肝
胆
膵
疾
患
を
幅
広
く

診
療
し
て
い
ま
す
。
患
者
様
の
外
来
診
察
は

平
日
の
午
前
中
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
が
、

緊
急
的
な
診
察
や
治
療
を
要
す
る
場
合
に
は

可
能
な
限
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
当
科
で
の
一
般
的
な
検
査
は
、
上

部
・
下
部
内
視
鏡（
胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
）や

腹
部
超
音
波
な
ど
で
す
。
内
視
鏡
検
査
室
に

は
個
室
が
２
つ
あ
り
、
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
ち
な
が
ら
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
従

来
の
内
視
鏡
で
は
難
し
か
っ
た
癌
の
早
期
診

断
や
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
病
院
移
転
を
契
機
に
、
内
視

鏡
機
器
の
新
調
や
最
新
の
拡
大
内
視
鏡
の

導
入
、
さ
ら
に
は
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
と
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
連
動
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
当
院
で
は
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
治
療
に
関
し
て
で
す
。
治
療
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
患
者
様
へ
の

十
分
な
ご
説
明
を
行
い
、
粘
膜
切
除
術
や
止

血
術
、
イ
レ
ウ
ス
管
挿
入
、
胆
嚢
穿
刺
・
胆

管
結
石
除
去
術
な
ど
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ポ
リ
ー
プ
や
早
期
癌
に
対
す
る
内
視
鏡

的
粘
膜
切
除
術（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）や
胆

管
結
石
や
胆
膵
癌
に
対
す
る
内
視
鏡
的
逆
行

性
胆
道
膵
管
造
影（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）な
ど
の
内

視
鏡
手
技
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
ポ
リ
ー
プ
切
除
は
入
院
を
す

る
必
要
が
な
く
、
外
来
通
院
で
の
治
療
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
科
だ
け
で

治
療
が
完
了
し
な
い
場
合
や
進
行
し
た
胃

癌
、大
腸
癌
な
ど
の
悪
性
疾
患
に
対
し
て
も
、

外
科
と
の
連
携
を
通
じ
て
手
術
や
抗
癌
剤
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
や
医
療

機
器
の
充
実
と
と
も
に
、
診
断
治
療
レ
ベ
ル

の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
今
後
も
日
夜
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

消
化
器
内
科
の
紹
介
と
治
療
に
関
し
て

vol.2

市立角館総合病院から
☎ 54-2111

市
立
角
館
総
合
病
院  

消
化
器
内
科  

竹
原
雄
介
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